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路上 の人 々 一 新宿1995～96年

岩 田 正 美

〔要約 〕

ここ数年、目に見え る形での ホーム レス=路 上生活者の存在が 目にっ くよ うに

なって きて いる。 しか しこれを積極 的 に社会 問題化 して い く方 向性 が今 日のわ

が国には希薄で ある。路上生 活者の存在 を社会問題化 させ る媒介項 と して社会

調査の意味 を検討 した上 で、新宿 の路上生活者を一斉調査 によ って概観 し、あ

わせて イ ンタ ビュー調査 か ら路上生活者 の多様 な姿 を路 ヒ生活 と一般社会 との

〈距離〉 とい う視点 か らスケ ッチす る。

〔キ ー ワ ー ド〕

ホ ー ム レス、 路 上 生 活者 、社 会 調 査 、 距 離 、 大都 市 、 新 宿

1.ホ ー ム レス 問 題 と社 会 調 査

(1)ホ ー ム レ ス は 社 会 問 題 な の か?

東京をは じめ とす るわが国の大都市部で、いわゆる路上生活者 とか野宿者 とよ

ばれる人 々の存在が はっき りと目に付 くよ うにな って きたのは1992年 の暮 れか

ら93年 にか けての冬であ った。 そ して その後1996年 の現在 まで、 これ らの路h

の人 々の存在 は視覚的 には ます ます明確 にな って、あたか も都市 の景観 の一部

を構成す るよ うになっている。 た とえば、東京では、新宿駅を中心 に、池袋、渋

谷、東京な ど大 きな駅 とその周辺 の公園や路上、後楽園 など大 きな公園の周辺、

あ るいは伝統的 に 日雇労働者 の街 と して知 られた山谷 ・浅草 ・上野か ら隅 田川

沿いの一帯、 また京浜工業地帯 の一角で あ った大 田区 と多摩川沿 いな どに広範

に広が って い る。大円区 と多摩川 を挟ん だ川崎市 、寿町 を抱 えた横浜市、笹島

と繋が った名古屋駅周辺 、西成 区を中心 とす る大 阪市 な ど、東京以外 の人都市
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で もや は り顕 在 化 して きて い る と い う報 告1)が あ る。

実 際 そ の集 中地 域 の一 つ で あ る新 宿 を管 轄 す る新宿 区福 祉 事 務 所 の いわ ゆ る

「住 所 不 定 者 」の来 所 相談 件 数 は1989年 度(平 成元 年)に は1289件 で しか なか っ

た ものが 、92年 度 に は2,199件 、93年 度 に は3,708件 、94年 度13,201件 、95年10月

現 在 で55,908件 と、 飛躍 的 に増 大 して い る。 また 山谷 の城 北福 祉 セ ンター の生

活 相談 件 数 も、89年 度27,794件 か ら93年 度 には76,618件 と第 一次 オ イル シ ョック

後 で最 も多 か った1975年 度 の58,993件 を超 え 、 さ らに95年 度 には86,347件 を記

録 して い る。大 田 区の4っ の福 祉事務 所 の 「住所 不定 者 」相 談件数 も92年 度2,108

件 か ら、93年 度4,920件 、94年 度12,931件 、96年9月 時 点 で12,980件 と、 これ また

急速 な拡大 で あ る。 もち ろん これ らは路 上 の人 々の数 を表 して い るので は な く、

延 べ相 談 件 数 で あ るか ら、 た とえ ば 食料 な どの 「法 外援 護 事 業 」 を積 極 的 に行

え ば行 うほ ど、「相 談 者 」 は増 え る とい う傾 向が あ る。 しか し、 この急速 な増大

は、 路 ヒに い る人 々 の存 在 や そ の生 活 困 窮が ます ます 明 確 に な って きて い るこ

とを示 す もの で あ る こ とは疑 い もな い。

しか し、 こ う した 路上 の人 々 の存 在 の 視覚 的明 確 化 が 、 これ らの人 々の 存在

を 「社 会 問 題 」 と して扱 う傾 向 を促 進 させ て い るか といえ ば 、必 ず し もそ うと

は いえ な い。 当 初 ジ ャー ナ リス トに よ って盛 ん に報 道 され た ことは あ るが 、 さ

て これ を今 日の 社 会 問題 と して 積 極 的 に取 り扱 う姿 勢 が わ が 国 の社 会 に あ るか

とい うと、首 を ひね らざ るを え な い状 況 が あ る。 ホ ー ム レス問題 その もの は、い

わ ゆ る開発 途 上 国 に お け る都 市 の爆 発 の一側 面 と して ばか りで な く、先 進 国 で

も80年 代 ごろか ら現代 の深 刻 な社 会 問 題 と して、研究 者 や 行政 、 ジ ャー ナ リス

トの多 くを巻 き込 ん で きた経 過 が あ る。 そ こで は 、 ホ ー ム レス は 長期 化 す る構

造 的失 業 、貧 困 、 社 会 的 排 除や 差 別 、 都 市再 開発 とそ の ジェ ン トリフ ィケ ー シ

ョンに よ る住 宅 問 題 、 家族 の崩 壊 、 麻 薬 の 蔓 延 な どの複 合 的 な要 因が 絡 み 合 っ

た問 題 と して議論 されて きた2》。 わ が 国で も こう した外 国 の事 情 は紹 介 されて い

るが 、当の 日本 で繰 り広 げ られ て い る路 上生活 を こ う した社 会問 題 の系列 に、 し

か も現 代 の い くっ か の社 会 問題 の一 っ の集約 点 と して 位 置 づ けて い る人 々 は ほ

ん の一 握 りで しか な い よ うに思 え る。 もち ろん 、 た とえば 東 京都 で は1994年 に

東 京都 と特 別 区 、特 別 区 人事 厚 生 事 務 組 合 の 三者 に よ って 「路上 生 活者 問 題 に
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関す る都 区検討 会」が発足 し、行政 的対応 の対象 とす る認識 は見 られ るが、基

本的 にどのよ うな問題 と して これを取 り上げ るかの視点す ら定ま らないまま に、

オイル シ ョック時の山谷 における臨 時対策 をなぞ って いるよ うにみえ る(こ の

行政 の 「路上生活者対策」 につ いては いずれ稿 をあ らためて検討 した い)。

現在 の路上生活者への一般的 な視線 はおそ らく二っで あろ う。一っは 「変わ

った人 たち」 という見方で あ り、 もう一っ は建設作業員 の 「落ちぶれた」姿 と

いう解釈で あ る。前者 は、 いわゆ る 「価値の多様 化」 とい う便利 な用語 で括 ら

れ るよ うな、「多様 な生 き方」の一っの選択肢であ り、 したが って、個人 の人生

哲学の範疇 に この現象を押 し込 めて しま う見方 で ある。 この見方 では、路上生

活の さまざまな剥奪 状態は貧困 ではな く、多様 な人生選択 の結果 であ る。 た と

えば、1996年 暮れの朝 日新聞の特集連載記事では、豊島区の母子餓死事件 、江東

区の車中生活者の衰弱死、路上生活者の死、を96年 の東京 の 「風景の向 こう側」

として取 り上 げなが ら、 これ らの 「孤独 な餓死 」の増加 を 「生 き方の多様化 に、

福祉制度がっ いていけない」とい う言葉 で総括 しようと して いる3)。もう一っは、

路上生活者 を単身 中年男性 の 「建設作業員」 と総称 され る単純 日雇労働 に従事

す る人 々のバ ブル崩壊期 の一時的失業 問題 に収敏 させて捉 え る見方で、 これ に

は従来 か らの 「寄せ場 問題」の路上 への拡張 と して見 る見方 と、彼 らを人生の

敗残者 と して蔑視 した り 「怠惰、アル コール依存 、浮浪癖 」 とい う病理的状態

として見 る見方 とが あ る。「寄せ場」問題 の延長線上 に捉え る見方 は、 これ を社

会問題 と して積極 的 にと らえ る視点 は もっが 、あ くまで労働者 とその失業 とい

う断面 にこだわ る傾 向が強 い。後者の見方 は、た とえば新宿 の路上で繰 り広 げ

られ る振舞酒での 「宴会」や喧嘩を 目撃 した人 々や、それ らの人々の 「嘘言」に

振 り回 されて い ると感 じて いる救急隊、警察 、福祉行政 な どで働 く人 々の中に

根強 い。 なお、人生の敗残者、怠 け者 という蔑視を、「人権」を考慮 して表現 し

たのが 「多様 な生 き方」 という洗練 され た表現 だ、 ということもで きよ う。

ともあれ、わが国 にお けるホーム レス問題 は、社会問題 なのか、 そ うで な い

のかが曖昧で、特 に貧困問題 と して その剥奪状態 を問題視す る視線が極 めて脆

弱で ある とい う際だ った特徴 を持 って いる。 なぜ 日本で は このよ うな展開 を と

るのか は興味深 いテーマであ るが、 ここでは その要因 と して次 の点 だけ指摘 し
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てお きたい。 それ は高度経済成長期 を通 じて形成 された 「働 く気 になれば、職

なんて どこにで もある」「選 り好 み しなければ食えないことはない」という楽観

的生活態度の根強 さと、「働 こうと して も誰 で も雇 って くれるわけではない」「働

けないで排除 され た人々は、さ らに排斥差別 される悪循環が待 ち受けて いる」と

いう社会 に大 きく変貌 しつつある現代 という転換期への認識の希薄さである。確

か に、高度経済成長期 の 日本 には、「人手不足」感が恒常化 し、選 ばなければ稼

げる状況 があ るて いど創 り出 されたのは事実で あろ う。人生 の敗残者 に も 「土

方仕事 」の ような最 後の手段が残 されてお り、 したが って働 ける人が最低食 う

に困 る ことはあ り得 ない 「豊か な社 会」にな った とい う認識が根強 く形成 され

た。バ ブルの崩壊 はこう した価値観 自体 に変換 を迫 るはずの ものであったが、こ

の不況を一時的現象 としてず るずる引 っ張 って きた今 日の 日本社会 にあ って、楽

観的生活態度は容易 にな くな りそ うもな い。後 に も指摘す るよ うに、 こ うした

価値観 は当の路上生 活者 自身 も強 く持 ってお り、 したが って彼 ら自身の剥奪状

態 を無権利状態 として社会 に告発す る姿勢 は弱 い。個人で も 「homeless」 と書

いた段 ボールを胸 に掲げ、 コーラの紙 コ ップを突 き出 して 自分 自身の窮状 をア

ピールす るアメ リカのホーム レス と、 ひっそ りと段 ボール箱 に横 たわ り、支援

団体 と一緒 にだ け ときどき声 を挙 げる日本 の路 ヒ生活者 とは、極めて対照的で

あ り、 それが社会 問題 と しての この問題 の扱 いの差異を象徴的 に示 してい ると

もいえ よ う。

(2)ホ ー ム レ ス 問 題 の 〈発 見 〉 と社 会 調 査

周知の ように、社会問題 は 「社会問題になる」過程 を もっている4)。ある状態が

社会 にあ る、 とい うだけでは社会問題にはな らない。 その状態を、社会構造 と

結 びつ けて 「解釈」 し、「告発」する過程が媒介 しなければな らな い。時 には 「あ

る状態 」が な いに もかかわ らず、 この媒介だ けが あ って問題 をで っち上 げ るこ

とす らあるとさえいわれている。それはともあれ、「解釈」「告 発」はマスコ ミ、

研究者、行政、政治 家、運動体、な どさまざまな主 体 によって行 われる。今 日

では特 にマスコ ミの役割 の大 きさが指摘 され る ところであ るが、 いずれの主体

の告発 に とって も 「あ る状態」を描 き出 し、 それを社 会構造 と結 びつ けて解釈
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す る素材を提 供す る社会調査 が重要 な意味を持っ ことは い うまで もな い。 と り

わけ社会問題 の積極的 な解決策 や予防 の模索 にと って社会調査 の果 たす役割 の

大 きさは、た とえば イギ リスの福祉国家 の前提 にな ったC.ブ ースやB.S.ラ ウン

トリーの貧 困調査の実施 と、そ こか ら解釈 された社会 的貧困 の 〈発見〉 をみ れ

ば容易 に納得 で きよ う。

この場合、社会 問題の 〈発見〉 にとっては、「あ る状態」の量的動 向の把握が

さ しあた り重要 な意 味を持っ。っ ま り、問題 だ とす るためには 「ある状態」 の

大 きさ、あ るいはそれが増加 している ことを傾 向的に示す必要が ある。貧困 に

せ よ、ホーム レスにせよ、非行問題 にせ よ、 それ らの数量を あ ぐって論争 が行

われ、そ こに社会調査 の 「証拠」が必要 とな る。特 に問題 の解決を望 む勢 力 は

過大 な数字を 、 これを回避 したい勢力は過小 な数字を、 しば しば適切 な証拠 資

料 もな しに持 ち出す傾向が あるため、社会調査が これを批判 して い くとい う経

路をた どることが少 な くない5)。アメ リカの80年 代のホーム レスの問題化の過程で

も 「政治家や ジャーナ リス トは正確 なホーム レス人 口を要求 しは じめた」(ジ ェ

ンクス,1995P14)結 果、多 くの社会調査が 出現 し、その数 の正確 さを競 った

経緯が ある。問題解決を望む勢力 が数の捏造 を しがちなのは、マス コ ミな どの

目を引 くため のいわ ば 「正義 のための偽 り」の側面を もち、 したが って数 自体

に意味が ある とい うよ り 「問題 であ る」 ことを示すための もので しか な い とい

う真実が ある。 その意味では こ うした 「政治的数 字」が間違 って いるとは いえ

な いが、 それで も 「誰が何を算 出 したのか特定で きる」証拠 資料 のっ いた 「科

学的数字」が存在 しない限 り、問題化 は困難 になることを ジェ ンクスは示唆 し

て いる(同 上、PP16-17)。

以上 の量的把握 は、「あ る状態」の定義 や意 味につ いて の検討 を前提 とす る。

何 を貧 困 とす るのか、何 をホー ム レス とす るのか とい う基準 の問題であ る。 ラ

ウ ン トリーの貧 困基準の 「科学化 」以来、客観的基準 にお ける定 義だ けが意 味

を もっよ うに見 なされて きたが、 その客観的基準 も社会の変 貌の中で変化 しう

る相対 的な側面 を持 ち、 また主観 的基準 の重要性 も指摘 されて いる。 ホーム レ

ス、あ るいは路上生活者 の場合 も、広義、狭義を含んだ幾通 りかの定義 がな さ

れて いるが、 いず れにせ よ、 どの定義 を採用 した計測、調査 なのかが 明確 にさ
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れる必要があ る。なお、この定義 ともかかわ って、具体的 な調査手法 と してホー

ム レスのよ うな流動 形態を とる人 口の把 握の困難性が ある。英米 な どでは、大

きく分 けて シェル ターのよ うな収容施設 にいる人 々(シ ェル ター ・ホーム レス)

と駅、公園、バス停、放棄建築物な どの路上 レベル にいる人 々(ス トリー ト・ホー

ム レス)の 調査の両 方か ら接近す ることが多 い。前者 が比較的正確 に把握 され

るのに対 して後者 は困難 なので、 あ る地 点での両者 の割 合を算定 して、それを

使 った推計 を行 うという方法が用 い られて いる。

さ らに、社会調査 は 「ある状態」 にあるの はどの よ うな人 々か、 なぜそのよ

うな状態 にな ったのか とい う内容 の検討、 さ らには ど うすれ ばその状態を社会

は解決 しうるか、 につ いての政策提言へ の見通 しをたて る証拠 を提示す ること

が期待 され る。 アメ リカのホーム レス調査が挑戦 した一っ の課題は、従来のホー

ム レスな い しは 「浮浪者」像 と、80年代 に爆発的に増えてい ったホーム レスの相

違 を明確 にす る ことであ った。 アル コール依存 の 白人単純労働者 とい う典型像

を覆 して、「新 しいホーム レス」あるいは家族 のホーム レス、女性 のホーム レス

などの諸側面が調査によ って浮かび上が り、80年代以降のホーム レスが複合的な

社会要因 のなか に出現 して いることが明 らか にされて いった。 なお、 このよ う

な質的側面 の調査 は、量 的計測 よ りもさ らに 「その状態 にある人 々」の主観的

要素を重視せざ るをえな い。 こう した質 的内容 に関す る調査 は、参与観察、 イ

ンタ ビューのよ うな手法 を とる ことが多 いが、特 にイ ンタ ビュー はその人の 言

葉 を通 して解釈 され たホーム レス生活や それへ至 る原因が語 られて い く。イ ン

タ ビュア ーが こ うした一k観をで きるだけ排除 しよ うとす るか、逆 にむ しろ積極

的 に 「ど う語 るか」 に依拠 して いこ うとす るかで、 そ こで明 らか にされる内容

は異な って いこ う6)。

わが国 の路 上生活 者の問題が社会問題 にな りそ うで な らな いのは、先 に述べ

たよ うなステ レオ タイプな見方 やその背後 にあ る従来 の生活価値 を覆す よ うな

社会調査 によ る事実の 〈発見〉と解釈が まだ十分ではないか らだ ともいえ る。第

一われわれは
、路上生活者の正確な数 を知 らない。視覚的な確認が とれて も、そ

れ を ジェンクスの い う 「科学的数字」で表す ことがで きない。 また、 いったい

誰が路上 にいるのか、 なぜ路上 にいるのか、 これか らどう したい と思 っている



路上の人々 一新宿1995～96年 79

のか、 などにっ いて も年齢や路上生 活の期間な どの他 はほとん ど明 らか にされ

て いないといって もよい7)。特 に最 も基礎的な量 的把握につ いての調査が欠落 して

お り、 この点で は戦前の国勢調査 に付帯 して行われ た 「浮浪者調査 」の歴 史か

らは るかに後退 した状況が ある。路 上生活者 の推計で東京で唯一 なされた もの

は、1995年 と96年 に行われた 「特別 区内の路上生活者概数調査」で ある。 これは、

東京都、23区 、電鉄関係者が特定 の駅、公園、道路、河川 などの地点 でそれぞ

れ行 った とされてお り、電鉄関係 は、営団地下鉄28駅 、JR東 日本5駅 、都営地 ド

鉄20駅 、その他民 間鉄道1駅 で あ り、悉皆調査で はな い。また調査期間 も一斉調

査ではな く1ヶ月 ほどの期間内での ものであ るため、重複 は裂 け られ ない。一般

に概数調査 は、外 か ら数 を数え るいわゆ るフロ ン トガラス法か、キ ーパ ーソ ン

による報 告が用 い られ ることが多 いが、 この概数調査 の具体的手法 その ものは

報告 されて いな い。 また95年 と96年 の比較 が、全 く同 じ地点調杳 なのか ど うか

もは っきりしない。 しか し、それに もかかわ らず、約3300名 とい う数字、 しか

も95年 と96年 が同数 とい う実態が報告 され、一応 の行政基礎資料 とな って いる。

2新 宿 における 「路上生活者」の概観

(1)調 査 と そ の 概 要

以上 のよ うな 「社会問題 にな りそ うでな らない」路上生活者 の状態を、「問題

化 」 して い く過程で不可 欠の もの と して 、わ れわれは、二 っの社会調査 を計画

した。一つ は、新宿駅周 辺の路上生活者 の数、属性な どにつ いてので きるだけ

正確 な一斉調査 を行 うこ と、 もう一っ は、路上生活者 のイ ンタ ビュー調査 によ

って、近年増加 した 「路上生活者 問題」 とは何かを、彼 らとの対話 を通 して考

察す ることで あ る。前者 は まと もな概数調査す ら存在 しな い現状、後者 は先述

したステ レオ タイプな見方 にた い して風穴 をあけたい という思 いが込 あ られ て

いる。 なお、 ここでの路上生活者 の定義 は、 目に見え るホーム レスの典型 と し

て、文字 どお り、路上 にいる人 々であ る。地下街や地上 の ビルの片隅 に、調査

時間帯である7時 か ら9時 頃 まで に段 ボールを広 げて寝 る準備を してい ることが

一 っの 目安 とな るが
、新来者 はただ通路 に しゃがんで いることもあ る。 ただの
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通行人 との区別 は、 この調査が ボラ ンティア活動 を基盤 と してお り、定例訪問

活動時 に配布 す る飲 み物 とセ ッ トで行われたため、 ただの通行人 は排除で きた

と考 えて いる。ただ し、路上生活者 は もっと広 い範囲で捉え ることもで きる。今

回 は視覚的 に明確 な路上生活者 に限定 されて いる。

この二っの調査 の基盤 とな ったのは、新宿 における路上生活者 への ささやか

なボラ ンティア活動であ る8)。1993年暮れか ら試行的 にス ター トした ものである

が、1995年 春か ら毎週2回 のペ ースでの定例訪問活動 に乗 りだ し、一応現在 まで

継続 して いる。 メ ンバ ーは学生 と一部社 会人 を含 み、活動 日には飛 び入 りの参

加者 も歓迎す るといった、オ ープ ンな組織 であ る。 この組織 に属す る大学院生

と上智大学社会学科 の園部雅久助教授 と私 が中心 にな って調査 を企画 し、一斉

調査 はメ ンバ ーの全面的協力を得 て1996年3月22日 夜7-10時 に行われ、イ ンタ ビ

ュー調査 は1995年 初夏 ごろか ら96年9月 にかけて、全体で100人 を 目標 に、園部、

岩 田、山 口、北川、古谷 の大学院生 と一部学生 の協力 によ って行 われ た9)。

こう したボラ ンティア活動を基盤 とす る社会調査 には、長所 と短所が ある10)。

長所 は、調査以外 に2年 以上の歳月をかけて、この地域を歩 き、見っ あ、断片的

で はあるが彼 らと話 を して きた ことによ って得 られた情報 と一・種 の 「勘」があ

ったため、調査地点 や時刻の設計 が容易 でイ ンタ ビューへの協力 も得やすか っ

た ことがあげ られ る。 また短所 と しては、ボラ ンティア活動 にお ける一種 の援

助 関係 が調査関係 に入 り込 んで くることによる相互 の混乱が ある。当初 、人間

関係 をボラ ンテアによって作 って か らイ ンタ ビューを行 うことの メ リッ トが考

え られたが、流動の激 しい新宿 の路上では必ず しもそれが成功 しない こと、 ま

たなま じ親 しくなると、イ ンタ ビューが しに くくなる、 とい った ことが経験 さ

れ た。

(2)一 斉調査か ら得 られた新宿の路上生活者の概観

まず96年3月22日 夜の一斉調査 による新宿 の 「路上生活者」の概要にっ いて報

告 してお きた い。調査地点は、新宿駅地下街 を中心 とす る地域(駅 西 口地下広

場交 番 まわ り、その奥の スバル ビル角 の通称 「目」の奥 ま った一画、丸の内地

下鉄 の東側通路、西側通路、京王線側 の通称 イ ンフ ォメー シ ョンの前部 と後部、
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地上 は西 ロスバル ビル周辺)で あ り、これ らを8区 画 に分 け、それぞれ調査員を

配置 して夜7時 か ら10時 まで一斉 に調査を行 った。一斉調査 の意味 は重複 をで き

るだけ避 けた いとい うことによる。 これ らの地域 は調査時間帯 に路上生 活者が

比較的集合す ることが あ らか じめわか って いる地点で ある。新宿 の路上生 活者

は、4号 街路撤去後 はイ ンフォーメー ション周辺 を除 いて常 時そ こに居 ることの

で きる場所 はな く、いくっかの場所を流動 して一 日を過 ご して いる。夜8時 前後

は、閉 ま った ビルの入 り口、夜 間で も追 い立 て られ ない地下街 の一画 などに寝

場所 を確保す ることが多 く、そのための集団化が見受 け られ る。 その まま寝 て

しま う人 と、 さ らに夜中 に食事探 しな どで出てい く人が いるが、その両者 とも

比較的捉え られ る時間帯であ る。

調査 は簡単 なア ンケー ト用紙 を作 り、 それ に基づ いて調査員 の面接 ・記入 に

よ って行 われた。短時間 に上記7地 点で一斉 に調査を行 うため、調査 内容 はで き

るだけ簡略化 し、 ボラ ンティア活動へ の評価や要望の他 、①性別 ・年齢 ②路

上生活期間 ③ これ までの主 な仕事 ④ その仕事が 日雇 いであ ったか否 か、⑤

その仕事 を して いたときどこに住んで いたか、⑥冬期施設への入所の有無 の6点

に絞 った。 なお、寝て い る人、酔 っぱ らって話がで きない人、調査拒 否等 につ

いて も性別 とその数 はカ ウン トす ることに した。

(数 と性別 の分布)

調査結果に よるこの地域の路上生活者数 は359名 、男性243名 女性16名 で

あ った。 この うち調査拒否64名 、その他調査不能者57名 、調査対象者238名

で ある。地点分布で は、地上 に57、 地下 イ ンフォメー シ ョン前 に48、 イ ンフォ

メーシ ョン後 に45、 交番周辺 に39、 スバル ビル地下角通称 「目」の奥 まった一

角 に84、 丸の内線通路東側37、 西側49、 合計359で あ る。イ ンフォーメー シ

ョンの前後は4号 街路撤廃後 に形成 された集 中地点で あるが、このほかいわゆ る

「目」の奥 ま った一画 は、夜中寝 に来 る人で100人 ぐらいにな るとい う話は聞 い

て いたが、実 際 まだ9時 頃までで84名 を数えて一っの集 中点 とな って いること

が よ くわか る。 なお、丸の内通路 は、現在 は規制が きび しくな りほ とん どいな

い。また この時点で は都営地下鉄新線側 の通路か らも排除 されて いな くな って

いた時期 であ る。 ただ し地上 には もうす こ し遠 くに も存在 していたはずで ある
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が、われわれ の調査能力か ら、 ご く一部 に限 られて いる。性別で はほ とん どが

男性で あ るが、女性 も16名 存在 し、調査地点 すべて に散在 して いた。

表1路 上生活者の年齢

(%)

30歳 未満30-39歳40・49歳 50-59歳 60-69歳70歳 以上 不明

3月 一斉調査

臨時施設相談者

新宿連絡会調査

臨時施設入所老

1,75,927.3

1.54,525

1.96,623.6

2.26,324.3

39.1

41.5

39.2

40.7

21.93.4

26.51.0

24.51.9

23.92.1

0.8

1.9

0.6

注)臨 時施設相談者は1996年1月 新宿西口出張相談の200名

新宿連絡会調査は1994年9月 調査

臨時施設入所者は1994-95年 の冬期臨時施設入所者全体859名

図1年 齢別路上生活の期間

1:::鞠

;ill＼/＼
0.0%

1年 未満1年 か ら3年 か ら5年 以上

3年 未満5年 未満

(年齢 と路上生活 の期間)

匿

目

◆

0

30-39歳

40-49歳

50-59歳

60-69歳

調査 対 象 とな った238名 の うち年 齢分 布 を見 る と表1の よ うにな る。50代 が

39・1%と 最 も多 く、次 いで40代27・3%、60代21・9%で 、 圧 倒 的 に中高

年 齢 層 で 占 あ られて い る。 この動 向 は、支 援 団体 調査 、臨 時施 設 入 所者 調査 、臨

時施 設 相 談 者 調 査 の いず れ と もほぼ 同 じで あ り、新 宿 の路 上 生 活 者 が 中高 年 齢

男性 に代 表 され るこ とを示 して い る。 な お50代 、60代 を5歳 刻 み に してみ る と、

いず れ も前半 の50-54、60-64歳 で多 い。女 性 の場 合 は20代1名 の他 は40

代2名 、50代3名 、60代3名 、70代1名 で 、 や は り50代 中 心 で あ る。
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路 上 生 活 を 始 め て か らの期 間 は、 断 続 的 な経験 者 もい るの で正 確 な調 査 は ア

ンケ ー トで は難 しいが 、1年 未 満 で31・5%、1-3年 未 満 で22.・3%、3-

5年 で14・3%、5年 以 上 で28・6%で あ る(不 明3・3%)。93年 あ た りか らの

増加 を 考 え る と、 この増 加 とか らん で 路 上生 活 を始 め るよ うに な った人 が 半数

以上 、 しか し5年 以 上 の長 い人 々が3割 近 くい る とい うこ とにな る。 なお この路

上 生 活期 間 を年 齢別 に観察 す る と、図1の よ うに30代40代 の多 くは1年 未 満 で

あ り、50、60代 で は3年 以上 の と ころ に多 くな って いる ことが 見 て とれ る。 っ

ま り相対 的 に若 い層 ほ ど路 上期 間 は短 く、50、60代 以 上 で は路 上 に滞 在 す る時

間 が 長 くな って い る こ とが推 測 され る。

図2 布分の業職な主
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(これ までの主 な仕事)

「路上生活をす る前 の主 な仕事 はなんですか」 とい う問 によって、どのよ うな

仕事が主 な ものであ った と本人が考 えて いるかを聞 いた。イ ンタ ビュー調査の

よ うな職歴 を細 か く聞 くことは不可能 なので、 このよ うな手法を とったが、受

け取 り方 は必 ず しも意図 したよ うにはいかなか った ことも考え られ る。 と もあ
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れ、結果か らは図2の よ うな職業階層分布を描 くことがで きる。中心 は、建設な

どの単純作業労働者31・9%で あ るが、路上生活=「 おちぶれ た日雇労働者」 と

い う受け取 り方 とは異な って、工場労働者、運輸労働者 などのいわ ゆる技能工、

建設で も技能労働者層 、事務員 な どの割合が思 いのほか高 く、 また同 じ単純労

働で も、サ ー ビス業 の単純労働者が一定存在 して いる。 なお、 この主 な仕事が

日雇で あ った と応え たのは35・7%で ある。サ ー ビス技能職 、主婦、学生な ど

の存在 また経営者 、管理職 、専門職、 自営業の存在 も少数 ではあ るが見過 ご

せな い。 これを年齢別 に見 ると、60代 で建設及 び他の単純労働者であ ったとい

う割合が相対的 に高 く(44.2%)、40代 、50代 では約3割 とやや低 い。30代 、

40代 では、サー ビス単純作業がそれぞれ35.7%、12.3%と 多 く、40代 ではサー

ビス技能 も4.6%と やや高 い。50代 では技能工 など技術作業者22.6.%、 事務職

8.6%な どが相対的 に高 くな って いる。

ここか らはおそ らく二っ の点が推測 されよ う。一っ はかつて貧困層プール論

が示 して きたよ うに、貧 困はその母体 と して単純 日雇 を典型 とす る不安定職層

を もち、 その不安定層 はあ らゆ る一般階層 に開かれ、 そ こか ら失業や倒産 その

他 の失敗 によ って転 落す る人 々を受 け とめる役割 を果 たす。っ ま り貧困は一般

階層か らス トレー トに形成 されず、 その不安定層 への転落、不安定層か ら明確

な貧困層への転落 とい う2重 の過程があ るとい うわけである。 ここで も、あ らゆ

る階層が示 されてい ると同時 に、建設 とサー ビス業 の二っの不安 定職がそれ ら

のプール と して機能 して いることが推測 され る。 したが って路上 生活者 に 「元

日雇」が多 いことと、それ らの人 々が以前には別 の職種 にっ いて いた こととは

矛盾 しない。第二 に しか し、路上生活者 の増大 は、 このあ らゆ る階層 か ら何 ら

かの理 由で は じき出 された人 々をい ったん受 けとめ るプール と しての不安定職

自体が近年 縮小 して いることと関連 して お り、 したが って不安定職 で長 く留 ま

れず に、早 く路 上に くることもあ りうるのではないかとい うことが推測 される。

60代 では主 な仕事が建設 日雇 と応 えた人が多 いのに、40代50代 では少な く、事

務職、技能 工な ど技術作業者、サ ー ビス技能者 な どの割合が高 い ことは、 この

ことを裏付 けてい るといえないだろ うか。「土方 で もすれば なん とか食え る」と

い う楽天的生活態度 の浸透 に も関わ らず、土方 や清掃 などか らさえ排 除されて
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路上 に来 る人々があ る程度存在 して いる ことを予測 させ るもので あろ う。

図3路 上に来る前の居所

東 京 ・関

東以 外

20.9

他 の .東 京 市 部 新 宿

区 部10
.1%11.4%32

.3%

(以前 の居住場所)

主 な職業 に就 いて いた ときに どこに住 んで いたか、 とい う問は、路上生活者

が、か な り遠隔地か ら 「流れて くる」 という固定観念 の是非 を問 うために設定

した。地域社会が ホーム レス問題 の解決 に乗 り出すのを避 けたが るのは、 どこ

かの 「流れ者」の世話をす るのが不合理 に思えるか らであろ う。 この結果 は、図

3の よ うに、東京都が最 も多 く53・8%、 次 いで関東25・4%、 東京 ・関東以

外は20・9%に す ぎな い。東京の中では、区部が43・7%と 最 も多 く、新宿 は

1割 強 、新宿 に隣接 した、中野、杉並、渋谷 、豊 島、世田谷、文京、港 を加 え る

と東京 区部 の半数以上23・1%に なる。新宿 が、JR,私 鉄、地下鉄 の集中 した 日

本有数 の 巨大駅であ る ことを考慮す ると、 この各線 の延長上か ら人 々はや って

きたので あ り、 もともと都 内や新宿周辺で働 き生活 していた人々が少 な くない。

3イ ンタ ビュー を通 して み た路 上 生 活 へ の

〈距離 〉 と意 味

(1)イ ン タ ビ ュ ー 調 査 と こ こ で の 分 析 の 視 点

以上 の一斉調査では、主 な職業や居住地 の多様性 は窺えたが 、50代 を中心 と

す る中高年単 身男性の圧倒的多 さ とい う事実は、む しろ路上生活者の 「怠 け者 ・

アルコール依存症」 「自由人」「失業 日雇労働者」 といったいずれか のステ レオ

タイプ なイ メー ジを追認 させ る ものか もしれな い。 しか し、た とえば福祉現場
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関 係者 な ど の間 には 、路 上 生 活 者 は ひ とっ の タイ プで は な く、 い くっ か の タイ

プが あ る と い う認 識 が早 くか らあ った。 た とえ ば、一時 的 に路上 に いる失 業者 、

老 齢 ・障害 者 、長 期 「俳 徊型 」 路 上 生 活 者 の よ うな 区分 、 あ る いは戦 前 の いわ

ゆ る 「浮 浪 者 」調 査 で は、 「一 時的 失業 者 の ル ンペ ン化 」 と 「本 質 的浮 浪者 」 と

い うよ うな分類 もあ ったm。 こ う した分類 で は、一 時的 な現 象 一失 業者 と、長 期 ・

本 質 的 な 「自由人 」 か 「怠 け者 」 か 、 いず れ にせ よ路 上 に い るの を好 んで い る

人 々 に大 別 され る と い った解釈 が な され て い る。 私 も路上 生 活 者 の外 観 にだ け

触 れ た頃 は その よ うな区分 もあ り得 るか と思 って いたが 、イ ンタ ビュー調査12)に

よ って 、 な ぜ路 上 生 活 をす るに至 ったの か、 路 上 生 活 は どの よ うな ものか 、今

後 ど う した い と思 って い るの か、 とい った こ とを個 別 的 に聞 き始 め て い くと、上

記 の よ うな分類 とは 異 な った、 別 の多 様 性 に気 が っ か ざ るを 得 な くな った。

それ は次 の よ うな こ とで あ る。 イ ンタ ビュー にお いて、聞 き手 で あ る私 は、一

般 社 会 に ス タ ンス を 置 いて 、 そ こか らなぜ路 上 生 活 を して い るのか?と 問 いか

け るわ けだ が 、話 し手 の個 々 の路 上 生 活 者 が それ に応 え よ う とす る時 、彼 の ス

タ ンス は必 ず し も路 上で生 活 す る者 と して で な く、路 上 生 活 と一 般 社 会 の 間を

行 った り来 た りす る ことが しば しば あ った。 た とえ ばす で に2年 も路上生 活 を し

て い るあ る男性(62歳)は 「本 当 の ホ ー ム レス にな っち ゃ うの は 、や っぱ り嫌

だね」とい う。 「段 ボ ール になんか寝 ち ゃお しまいよ。 だか ら僕 は こん な荷物(注:

ボス トンバ ック)も って ね 、いっ で も働 け るよ うに して い るの よ」。 この男 性 も、

食 べ るた め に朝4時 か らボ ラ ンテ ィ アのお に ぎ りに並 ぶ が 「連 巾 は2時 起 きで並

ぶ ん だ よ、た った1個 の ため に さ。 ず らって並 んで い る。 あれ まで は な りた くな

いね 」 と 「連 中」 と 「僕 」 との 微妙 な差 異 化 を して みせ る。 ま た別 の男 性(52

歳)は5年 にな ろ う とす る路 上 生 活 を 「や りた くて や って い るん じゃな いよ、ぶ

らぶ ら して い るの も結構 つ らい ん だ よ。 なん とか脱 出 しよ う とお もうんだ け ど

抜 け きれ な い」 と 自分 の生 活 を振 り返 った上 で 、「仕 事 の紹 介 して くれ るって い

う人 もい るん だ け ど、 同 じホ ー ム レスだ か らね、 こ うい う生 活 を して い る人 は

正 直 言 って信 用で きな い」 と い うの で あ る。軍 隊 で鍛 え られ た とい う70を 超 え

た あ る老 人 は 「こ こ に い る人 間 を分 解 す る とだね 、40、50で 仕 事 して いな い奴

等 、病 人 や 老人 、頭 の い い若 い奴 等 の三 っ い るね。 一 番悪 いの は、40、50の 奴
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等で、飲んでぶ らぶ らして いるだ け。働か な くち ゃ。働 くとこは どこで もある

んだよ」 と 「一般人」顔負 けの評論 さえ してみせ て くれた。

私 という 「一般人」 の聞 き手を前 に して、路上生活者で はない自分 が思 わず

引き出された、ということもあろ う。 しか し同時 に、路上 にいるおちぶれ た 「俺」

であ るが、別 のホーム レスを見 るときは、一般社会 にいた ときの 「俺」が しば

しば出て くる。 あるいは別の 「俺 が」路上での暮 ら し方 に一定の規範 を与え る。

路上で暮 ら して いる人 々自体 が一方 で確か に路上生活 を してい るのに、他方で

そこか ら 〈距離 〉を もった自分 の目が あ る。 この 〈距離〉はさまざまで あ り、お

そ らくは路上 生活をす るに至 った経路、 それ らの人 々の一般社会での位置 と密

接 に関連 して いよう。 また、 その ことが路上生活 のそれ ぞれ の人 々に とっての

意 味や、そ こか らの 「脱 出」の意欲を相違 させて いるよ うに思われ るのである。

イ ンタ ビュー調査 その ものの全体的分析 は今後 の課題で あ り、また紙 幅の制約

もあるので、以下 では試論的に私 自身が直接イ ンタ ビュー した22ケ ースに、学

生 の行 った5ケ ースのテ ープ記録を加えた27の うち、家出等を除 く24ケ ース(男

性23女 性1、 年齢は)を 素材 として、 この 〈距離〉という視点か ら路上生活 に至

った理 由 と彼 らに とって の路上生活の意 味をスケ ッチ してみた い。

なお、イ ンタ ビュー調査その ものは、人まか に、新宿 での路上生活 にっ いて、

路上生活に至 った理由 と生活歴、行政や ボラ ンティアへの意見 と今後 の展望、の

3っ の領域 とそ こで必ず聞 く項 目を設定 しただけで、自由に語 って もらうという

方法 を とった。テープ レコーダの利用 を了解 して もらい、2-3時 間をか けて聞

き取 ることを 目指 した。対象者 はボ ラ ンティア活動時 に適宜 ピックア ップ して

依頼す るとい う形であ る。話す ことを嫌が らないタイプ と嫌 が るタイプが あ り、

後者 を落 とさな いよ うな努力を極力行 った。

(2)路 上 生 活 者 で あ る こ と一 経 営 者 層 と そ の 失 敗

路上生活者 は皆 「わ けあ り」だ とい う。 「好 きで こんな ことや って られ るか」

といわれれば、確か にそ うで ある。では どの ような理由で路上 に来 たのか?ま

た路上 に来 る前 は どこで どの よ うな生活 を していたのだ ろ うか?

24ケ ースをまず彼 らが 「一般社会」にいた時の社会階層上の位置(主 な職業、
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学歴)と 、婚姻関係 の有無 によって区分 してみ ると次の4っ に大まかに分 けるこ

とがで きる。① 小経 営者 もしくは専門的 ・管理 的職業、結婚 してお り、学歴は

高卒以上で ある。② 自営業、技能職 もしくは事務系サ ラ リーマ ンであ って、1名

を除 き結婚経験 あ り、学歴 は高卒以上。③建設 、 も しくはサ ー ビス業 の単純労

働者を長 く経験 して いるが、結婚経験 あ り、学歴は小学校 もしくは中学校卒。④

技能工、建設単純労働者 などを長 く経験 してお り、未婚、学歴 は1名 高卒を除い

て小 ・中学校卒。①が5名 で40代2名 、50、60、70代 それぞれ1名 ② が8名 で

40代2名 、50代4名 、60代2名 、③が女性1名 を含んで6名 で、50代3名 、60

代2名 、70代1名 、④が5名 で、50代3名 、60代2名 である。既婚者19名 、未

婚者5名 とな る。 路上生活へ の 〈距離〉は客観的 にみれば 「一般社会」で安定

した上位 の社会階層 に位 置 して いた人 ほ ど遠 く、また結婚 して 自分の家庭 を持

っていた人 ほ ど遠 い。彼 らが路上へ来 る ことはまさに 「落 ちて くる」 ことにな

る。他方、た とえば④の ように、結婚 もせず長 く不安定 な職業 にあ った場合、路

上 は客観的距離 としては近 いということが まず推測 され る。

①のよ うな上位の階層か ら路上 までの 「下降」過程 にはなん らかの大 きな 「失

敗」が介在 している。 またこの 「失敗」の結果一気 に路上 に くるのではな く、建

設 日雇かサ ー ビス単 純労働 へまず流入 し、飯場 や ドヤ、 アパ ー トなどに と りあ

えず落 ちっ くことにな る。路上へ は、 この飯場仕事な どが得 られな くな ってか

ら現れ る。 したが って この場合、 これ らの入 々に とって最 も 「問題」 なの は上

位の階層 を失 った 「失 敗」であ って、路上へ来た ことで はな い。 「失敗」は倒産

4名 、歯科技工士の資格 で歯科診療所を経営 して逮捕 された1名 、であ り、経済

環境が悪 いというよ りは経営者 と しての自分 の失敗 と受 けとめて いる人が多 い。

未婚者1名 を除 いて全員 この失敗 を期 に離婚 している。元 ニセ歯医者の65歳 の

男性 は 「まあ、妻子 もだ ま した って ことにな っちゃったか らね。 しょうが ない

よ離婚 は。刑務所出 た後 もねカ ッコ悪 くって連絡 なんかで き ゃしないやね。技

工士の資格 も10年 停止 だか ら復活で きたんだけ ど、 もう手が衰えち ゃって いる

か らダメだ と思 ってね」 という。失敗の後、倉庫係、建設 日雇 を転 々 と して い

たが、 この最後の頼 みの仕事が な くな り、友人 の家 に転が り込 んだが大家 さん

に見 とがめ られて、駅に来 たのだ とい う。かな り大 きな工務店 を経営 して いた



路上の人々 一新宿1995～96年 89

40代 の男性、不動産業を営んでいた70代 男性の いずれ も離婚→建設 日雇 の途 を

歩 んで いる。倒産 はおそ らく借 金の問題 を伴 って お り、 そ こか ら身を隠す とい

うこともあろ うが、離婚を も含んで生活 の大変動が生 じて いる。路 上はその変

動の最 終的 な結果で しか ない。5人 の話の大半は、失敗前の 「良 き時代」の こと

で あ った。 「小説 になるような大波乱 だよ」 と言 った人 もい る し、5名 の うち2

名 は この 「失敗」にかかわ る経過 を 「手記」に書 いて くれた。1人 はそれ を図書

館で書 いた とい う。 「久 しぶ りに字 を書 いたけど、忘 れち ゃったよ」。 なお、字

を書 く、図書館へ い くとい うのは、路上 では 「尊敬 され る」 こ とであ る。

しか し、 もちろん路上生活 は厳 しい。 かって の生活が華 やかだ っただけ にそ

の落差 は大 きい。風俗店 を経営 して いた55歳 の男性は失敗の後 も体力的 に無理

だか ら建設の仕事 には就 かなか ったが、清掃 などサー ビス業 の単純労働 を い く

っか経過 した あと仕方な く路上へ来 た。「最初来た ときはお どろいたね。 こんな

と ころで寝 られ るか なって。 当初 は足が痛 くて歩 けな くな った。っ い最近 まで

毛布2枚 敷 いて いたのよ。新聞紙だけにな ったのは最近。新聞紙 には意味が あっ

て虫 よけなんだ って。 ここに来 た当初 は、明 日どうや って食べて いこうか って、

そればか り考え た。で もなんて いうか人間て しぶ といね。 なん と して も食 わな

くち ゃって思 うとなんで もす る。なん と して も生 きて いこ うとす るね」 と夜 中

阿佐 ヶ谷 のコ ン ビニ まで弁当を さが しに い く自らの変貌 に驚 き、で も路上生 活

にはや っぱ り慣 れて いない とい う。 この人 の場合 は、適当 に他 の ホーム レス と

もつ きあ って お り 「お金 な ど持 って きて くれ る人 もあ って、 そ うい うのをっ い

あてにす る自分が嫌 にな るとき もあ る」 といって いる。 あま り他 の人 とつ きあ

わない という人 もいる。 「あ いつ らはホーム レスが当た り前 と思 って いるか らダ

メなんだ。 自分 が悪 いとい うことを忘れて いる。 ああい う仲間 に入 って巣 くっ

て いるの も嫌 だ」か ら地下 にはいか ないと、元工務店経営者 はい う。彼 は現場

で屋根 か ら落 ちて腰 を打 って働 けな くな ったが、 まだ若 いので働 きたい 「いっ

で も働 けるよ うに走 って身体 を鍛えて いる」 といって いる。 なお、将来 にっ い

ては未婚 で各種学校 を経営 して いた40代 男性、風俗店経営者 は 「もう一回 チ ャ

ンスが欲 しい」 と経営 の夢を捨て きれな い。 「風俗 なんていい加減な仕事で、バ

ブルの頃だか らやれ たのか もしれ ないけど、何 かね、 もう一回 チ ャンスが あ る
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ような気 がす る」とい う。 しか し60代 と70代 の2人 は年齢 もあろ うが 「もうや

りた いことはや っち ゃったか ら」 と消極的である。70代 の元不動産業経営者 は

「死 にたいけど死ねないか ら、身内にで も頼 ろ うかな」といい元ニセ歯科 医は 「施

設 も考 え るんだけ ど、ち ょっとまだ思 い切れ ない」 と述 べて いる。

(3)路 上 生 活 者 で あ る こ と一 技 能 職:勤 勉 さ と"ふ て く さ れ"

②の場合 も① と類 似 して いるが、倒産→離婚→飯場 とい うよ うな ドラスティ

ックな過程 は必 ず しも通 らず、 同 じ技能職 を転 々 と して いる うちにだんだん不

安定 なそれへ と落 ちて い く、または 自営業者 が病気や不景気 などでだんだ ん仕

事が な くな るとい うよ うな経過 をた どるケース と、また失業、家庭内不和 、サ

ラ金 とい った きっか け となった 「事件」が ある場合が あ る。 いずれ も離婚が そ

の前後 に絡んで いるのは① と同様 であ るが、離婚 が下 降移動す る積極的な引 き

金にな って いることが少 な くな い。 またサ ラ リーマ ン、技能工 な どでは年金受

給 資格 を もって いる人が一 部含 まれてい るな ど、その安定 したかつての生活が

窺 え る。 た とえば、配管工であ った男性 は、10年 ほど前か ら糖尿病で 目が悪 く

な り、仕事が な くな って アパ ー ト代が払えず、夜逃げ して路上へ来て いる。彼

は もう長 いこと新宿 区内 に住んで いたので 「段 ボールハ ウスは前 か ら見て いた

が、ま さか 自分が そ こに住む とは思 って も見 なか った」 とい う。調理師であ っ

た男性は、離婚を きっか けに上京 し、新聞の求人欄 を頼 りにあち こちの店 を転 々

とした。 た いて いは寮 とか マ ンションの部屋っ きで、緊急連絡先 だけ書 けば雇

って くれ たが 「一つ辞め ると、それ よ りいいところ というのはなか った。"落 ち

る"と いう言葉 があ るけれ ど、本 当です。 自分 なんか独 り身 だか ら、 なあに一

人だか ら何 とで もな るって思 って きたのが いけなか ったのか な。 この年 にな る

と、これ までの 自分 の人生 を思 うと、葛藤があ ります」。その うち調理 の仕事が

な くな って土方、飯場の賄 い、サ ウナの従業 員など もや ったという。「最近 は新

聞見て電話 して も、年 い くつ?と 聞かれて、車の免許 は?な ど要求が多 くな っ

てね」結局、「貯金 も使い果た して、カプセルホテルなどに も泊まれ な くな って、

路 ヒへ来 た」 という。

測量技 師、旋盤工、 自動車工、鉄工所 な ど技能工 と して働 きなが ら、失業や
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サ ラ金、離婚 や一緒 に仕事を して いた兄 弟や親戚 との不和か ら、家を飛び出 し

て い くつか の職 を経 たのち、結 局建設 日雇 とな った人 たち もいる。 またや くざ

の喧嘩 に巻 き込 まれ て懲戒免職 とな った人 もいる。建設 日雇 はこ こで も最終 的

な受 け皿 の役割 を果 た してい るが、 そこまでの過程で臨時や期間工 など不安定

な職 ではあ るが 、その技能 を生か した職 を転 々 と しよ うと して い る。安易 な転

職、気 の短 さを反省す る声 も強 いが、同時 に一生懸命職を探 して いるの に、建

設 日雇やガー ドマ ンな どさえ得難 くな った状況を訴え る姿勢 も① よ りは大 きい。

いずれ も離婚経験者 であ るが その ことには触 れたが らない。結婚 は と水を向 け

ると 「え 一そん なことまで聞 くの?あ るよ。離婚 したけどね。子 ど もはない。子

どもがあれば こんな ことにはな らなか ったか もしれない。考 えてみれば、一緒

に仕事 を して いた兄貴 の家族 との ごたごたや、離婚 とか、 いろいろっ らい こと

があ ってね。それでふて くされて こん なことにな っち ゃったのか もしれない。 こ

うい う話す ると思 い出 しち ゃうか ら嫌 なんだ よ。姉 さん(私 の こと)が 初めて

だ よこん な話 す るの」。東北 出身の この人は、離婚、長兄 との不和が引 き金 とな

って、家業の鉄工所を飛び出て、工場をい くつか回 った後建設 日雇 とな った。"ふ

て くされ る"と い うのはぴ った りな表現 のよ うに思え る。 「あんたなんか好 きで

ない」と妻に言われた という人 もいた。「青春 を取 り戻 したいって いいやが って、

出て言 っち ゃったよ」 とい った人 もいる。夫 の側 の暴力な どにっ いては誰 も触

れないか らわか らな いが(酒 は好 きだが ギ ャ ンブル はや らな い とい う答 えが多

か ったが)、 離婚が一 っの契機で あることは疑 い もない。 また離婚以外で は、妾

の子だ ったな ど家庭 内での立場 の不利を語 る人 もいた。

ともあれ、 この② の人 々はお しなべて勤勉 な路上生活 を送 って い るという共

通点が ある。勤 勉 という意 味は、求職活動、路 上での雑業へ の従事度が おそ ら

く最 も高 いか らで ある。 それはまた、未 だに彼 らのアイデ ンテイテイが技能職

と しての労働 にある ことを物語 るもので もあろ う し、 その時の勤 勉な気風 が規

範 とな って路上生活 を支えて いると もいえよ う。 た とえば、先 の配管工 は糖尿

病で足が しびれて いるが、時々看板持 ちをや って1週 間1回6時 間5400円 ほ どの

仕事 をす る。 もちろん本当は配管工の仕事が したい。 「土方 とは筋肉の使 い方が

違 うんだね。それに全部段取 りして現場 まかされてたか らね、以前 は」。 また事
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務系のサ ラ リーマ ンであ った52歳 の男性 は新宿 の路上 での雑誌集 めの古手であ

る。 「最初 は3っ ぐらい しか(雑 誌集 めのグループは)な か った。今は15ぐ らい

あ るかな。6人 ぐらい仲間が いる。朝6時 半頃一一カ所 に集 ま って、10時 半 ぐら

いまで、中央線の八 王子か ら高尾の方 まで3回 ぐらい回 るかな。1冊40円 くら

いだ けど、売れ筋 って い うのが あるか ら、店 番す る人が そ うい う情報を夕方書

いて店 にお い と くの を見ておかない とダメだね。や っぱ り仕事す るか らにはち

ゃん とに情報集 めて やん ないと拾 って きて も返 されち ゃう。 そ うい う人は抜 け

て行 くね。多 い ときで5000円 ぐらいになることもあ る。仕事 があることはいい。

毎 日ぶ らぶ らして い るのはつ らいか らね」。彼 は このほか野球場の前売 り券 に並

ぶ仕事 に も行 くという。建設 日雇 を今 もや ってい る62歳 の男性は、胃穿孔で入

院手術 したが、退院後 た った1ヶ 月 しか宿泊所 にい られなか ったので、また路上

か ら高田馬場で建設 の仕事 を探 し、仕事が あれば働 く。「先週 も働 けて、6万 ほ

ど稼 げた。稼 いで くると弁当や たば こな ど買 って きて この辺 の連中 に配 っち ゃ

うんだけ どね。だ ってカプセルは1日4100円 もす るか ら、少々お金あ った って泊

ま りきれな いか らね」。元調理師 も新聞広告で求職活動 をっづけ 「なるべ く住み

込 みの ところ」を探 している。 もっとも先 の"ふ て くされ"の 人の ように、「仕

事 はさが して いるけど、なに しろ現金が1銭 もないんだか ら新聞の広告なんかで

仕事探 したって、行 く交通費 もな いんだか ら、 どうに もこうに もここ動 けない。

駅手配 はひ どいのが多 いか らね」 と八方ふ さが り状況を こぼす人 もいる。 しか

し、家族 と も離 れ一人 にな った今 、腕 に 自信 のあ る人 ほど、労働への復帰 を願

う気持 ちが強 い。元 の仕事 に就 ければ いいけれ ど、「植木 とか営繕 なんかで もい

いんだよね。 まだ いろいろな ことが出来 ると思 うんだけど」と62歳 の元旋盤工

は熱心 にい うのであ る。

(4)路 上生活者 にな ること一 下積 み の人 々:ひ と りぼ っち

路上生活 が 「とこ とん落ちる」 とい うことであ るのは、皆 変わ らないが、そ

の 〈距離 〉の近 い人 々は、あま り落ちた ことを気 に しないよ うにみえ る。③④

に区分 した入 々は、学校 もそ こそこに、早 くか ら厳 しい人生 を送 って きた人々

で あ り、路上生 活 もその厳 しい人生の延長線上 、あ るいは生 きて い く方便 とし
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てあ る。ただ し③④の差 は結婚 の有無で あ り、④ は 「てめえ1人 生 きて い くこと

に精 いっぱいで、結婚 なんて考え もしなか った し、そん な余裕 もなか った」(60

歳男性)と い う意味で よ り厳 しい環境 にあ った といえ るか もしれな い。 この④

にあたる人を5人 しかイ ンタ ビューで きなか った ことは、彼 らと私 との人生 の 〈距

離〉 を示す ものであ ろ う。

③④ に区分 され た人 々の多 くは、学歴 こそ中卒(旧 小卒)と な って いるが、学

校 にいるときか ら働かな ければな らなか った人が少な くな く、 したが っては じ

あか ら不安定 な単純 労働 に従事 してい る。④では、唯一大工 を して いた人 のみ

技能職 であるが、あ との4人 は行商→新聞拡張員、日雇、ラーメ ン屋 、パ チ ンコ

店住み込み→ ガー ドマ ンなど転 々、旅館下働 き→清掃 などであ る。元大工(55

歳)は 、 目が悪 くな って大工がっ とま らな くな り、工務店 を辞 めて 「土方 にな

った」 とい う。 大工 の仕事 は木工工事が少 な くな って辞 め る人が 多か ったそ う

だ。辞めてぶ らぶ らして いた ら離婚になったという。④の場合 も、鳶職1名 の他、

3人 は建設 日雇 を長 く転 々と し、1人 は飯場仕事 を長 くや った後、高齢 にな って

手配 師か ら 「新宿 は老人 ホーム と変わ らな い」 といわれて屋台の餅屋 に転 じた。

①② の人々に と って建設 やサー ビス業の不安 定職 はその 「失敗」 や事件 の後 の

受 け皿 であ ったが、ここで はそれ らが最長職であ り、生 きる頼 みの綱 であ った。

したが って その職場 の喪 失に対抗 して 「生 きて い く」手 だて と して路上生活 し

かあ りよ うが ないのであ る。なお この③④ の中 に自衛 隊に一 時 いた とい う人 が

3人 、警察学校 に1人 いる。 自衛隊は、この人々の職歴 の中で は燦然 と輝 くもの

と して語 られて いる。

③ の中で女性(57歳)は 中学卒業 であ るが 自分では 「小学校 もろ くろ くい っ

て いな くて、字が書 けない」 という。 「字が書 けな いのは、首を4回 も切 って死

に損 な ったか らで、物覚えがわ るくな った。 それで漫画の本 か らひ らが なを覚

えたの」。彼女は在学 中か ら旅館の下働 きや子守を して きた。親 は漁師だ ったが

子沢山で生活 は苦 しか ったそ うだ。結婚 して夫 に履歴書を書 いて もらって清掃

の仕事 などを して きたが、夫 が酒好 きで蒸発 してか ら、姉の元 に身を寄せたが、

「意地悪 されて居心地が悪 く、働 け と言われて紹介 して くれた会社を探 しに新宿

まで きたんだ けど、 どこだかわ か らな くなって」公園で寝泊 ま りす るよ うにな
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ったのだ という。また最 も高齢の76歳 の男性 は、ば くち好 きで傷害事件をお こ

したの を理 由に、婿 養子 に行 った先を追 い出 されてか ら、新聞拡 張員 をや って

暮 ら して きた。 この人 も字が書 けなか ったとい う。 「字 と算術 は軍隊で覚 えた。

学校出てな いか ら研究 したんだ よ。 自分を守 るために。… だか らよ、新聞拡張

員で都内あ っちこっちを渡 り歩 いた ときも、履歴書 ちゃん とに書 けるか らね、頭

いい って思われて使 って くれ るの。履歴書書 くの と口先 は自信 あんだ俺。拡 張

の仕事 は1本 とると7000円 だか らね、奥 さん、旦那に刺身で もっけてや って よこ

の2000円 で、って渡 しち ゃうのよ。 それで も5000円 だ ろ。1回 とって くれた客大

切 に して6ヶ 月6ヶ 月で回 していけば うまい ことい くわ けよ。」

④で は炭坑出身 の男性(52歳)は 中学 の時か ら炭坑で働 いて いたが、閉山 と

重な り、集 団就職 で ク リーニ ング店 に就職 した後、オ リンピック景気 にわ く東

京で建 設 日雇 を長 くや ってきた。 また鳶職 であ った男性 は、小 さい頃養子 にい

った先の親 に中学2年 で死 なれて天涯孤独 とな り、友達の家の納屋に寝泊ま りし、

牛乳配 達や新聞配達を して 自活 し、 それか ら自衛 隊に いって、鳶の親方 に弟子

入 りした。路上 に来 たのは 「足場か ら落 ちて腰が折 れたか ら。労災保険 はお り

たけど、退院 した後 は首 にな って誰 も使 っち ゃくれない。友達 の仕事2-3ヶ 月

手伝 った後は仕事 が切れた。それで新宿で暮 らす ようにな って4年 になる。景気

が よ くなん ない とこっちまで(仕 事が)回 って こないよ。年金 なんか入 って い

なか った。今 は土建組合 なんてあ るけど、われわれの時はおや っさんが入れて

くれ なか った し。今更保証人 にな って くれ る人 もいな い しね 。その うち土方 の

仕事 まで保証人 ・住民票がないとダメな時代が くるん じゃないの?」。 この鳶 の

場 合は労災事故 が直接 の原因、先 の大工 も目が悪 くなる病気 が契機 となってい

るが 、不安定 な職業 の場合、失業 は明確 な形 で現れ ない。仕 事のない 日が失業

で あ り、あ る 日は就業者で ある。 したが って、 いつの まにか仕事 が切れて きて

路 上で暮 らすElが 多 くな った とい う展開 を とることが多 い。路 上に中高年 が多

いのは、不安定 な仕事で も若 い労働力 しか採 らな くな ったか らであ る。60歳 に

な った らダメ とか50で もダメだ といわれ たな どよ く聞 くが、いったん現場 に行

ったが 「血圧 を測 って帰 され た こと もあ る」(元 大工)。 住居 も飯場や ドヤ、カ

プセル ホテ ルなど、 それ 自体広義 のホーム レスであ ったわ けだか ら、路上 との
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〈距離〉は近 い。 ラーメ ン屋やパチ ンコ店、清掃、ガー ドマ ンな どを転 々と して

きた男性(60歳)は 、仕事があ るときは住み込 み先、無 いときは新宿だ けでな

く、別のあち こちで 「アオカ ンを して きた」。66歳 の男性 は飯場、カプセル、屋

台の寮を あち こちまわ って いる。路上 とカプセル等 の違 いは、料金で あ る。安

価 な ドヤやアパ ー トが少 な くな った新宿周辺では、 目に見 え るホーム レスにな

るしかな い。 また先 の66歳 の男性のよ うに屋台 のオ ーナーの寮 に2年 ほど入 っ

たが 「オ ンぼ ろでね、陽は射 さな い、壁 は自然 に崩れて くるって状態 で。 これ

じゃあ ってんで、駅 にきたの よ」。

③で結婚 した経験のあ る人々の離婚 の原 因は、先の大工 の失業 の他、競馬な ど

ギ ャンブル、恐喝な ど犯罪 によ る服役 な どが契機 とな って いる。 ただ し② の場

合 とは異 なって、離婚 が路上生活の大 きな原因 とはな っていない。 もともと貧

しく、安定 した生活が営 め る状況 にはなか ったか らであ る。1人 精神病 院へ4回

入院歴があ る とい う人 は、妻 も同 じ病気 で入退院を繰 り返 し、「くっっ いた り、

離れた りして いる」そ うであ る。 この人 は自分が何年路上 にい るか もわか らな

くな り 「福祉 の人 に教 えて もらった」 とい って いる。

なお、犯罪やギ ャンブル、酒 は④ を含 めて陰 に陽に これ らの人 々の生活 に影

を落 と して い る。 「飯場で これ っきゃや ることはなかった」 とか 「だ って親 がテ

ラ元だ ったん だか ら」 とあ っけ らか ん という場合 もあ り、また継母へ の反抗心

で非行 を繰 り返 し少年院 に入 って いた人、犯罪 と認識 しな いまま手先 にな った

人 な ど もい る。酒で は、 自助 グループAAの メ ンバ ーの草 分 けのよ うな人が いた

が、「俺だ って赤ん坊 の時か らアル中 になろ うとお もったわけ じゃぢい。早 くか

ら親 に見捨て られ、耳が悪 くなって馬鹿 にされ(身 障6級)13歳 の時か ら焼酎

飲んで たか ら。AAで何 とか立 ち直ろ うと思 ったけど、ス リップ しち ゃったよ。だ

って酒飲 んで真 っ黒 けにな って も泣 く人 はいな いんだよ。え 一、治 って も喜ん

で くれ る人 もいないん じゃ、何のためにや って るのかわ か らな い じゃない」。 ひ

とりぼ っちの寂 しさ、飯場 などの職場環境、「相談す る人 もいないか らっいや く

ざなんかに頼 っちゃう」、虚勢を張 らないと生 きて いけなか った人生 などが これ

らに投影 されて いる。

③④ に区分 され る人 々の路上生活 の在 り方 には二つ の タイプが あ るよ うに見
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え る。 ひとっは 「人 か らもの貰 うの は嫌 だ」 か ら区役所のラー メ ンやボラ ンテ

ィアのおにぎ りな どは並 ばない という。「貰 うくらいな ら、 ごみ漁 った ってその

ほ うが いい」という人 もいた。② の区分の人 たちで 「ごみ まで漁 りた くない」と

い って いた人が何 人か いたが、 それ よ り 「貰 う」方が よ くない、 というので あ

る。特 に幼 い頃か ら一人でや って きた人 に 「人 に頼 らない」 とい う'Cの 自尊

心が強 いようにみえ る。 「怠け者 って いうけどさ、一回 ここにいるみんなに仕事

あてが って、 そいで怠 け者か ど うか飾にか けて貰 いた いもん だよね」 という元

鳶 の人 は腰を痛め た後 も毎 日高 田馬場 に顔を出す という。「夜中 に三鷹まで歩 い

て弁当取 りに言 って、その後馬場へ行 く。往復6時 間かな。腰を悪 くしちゃ使 っ

て くれ る親方 もいな いけ どね、 それで もつ きあいは して くれ る。片づ けなんか

あ るか も しれ ないか ら、 ともか く毎 日行 く。そ うす れば路上 生活か ら足洗え る

よ うな気 もす るんだね。野球場 で並ぶ仕事 に行 くこともあ る。福祉には喘息発

作 の とき1回 だけ世話 になったけど。夜寒 いか ら夜中歩 くって こともあ る。」元

大工 も毎 日馬場へ歩 いて い く。炭坑 出身 の 日雇を して いた人 はほ とん どの生活

必需品 を ごみ箱か ら調達で きる という。 いい こととも思わ ないが 「頭 よ り手が

先 に出 る。猫 と同 じだね。夕方 か ら夜中 まで探 して歩 き回 る」 そ うであ る。怠

け者 どころか、勤勉 と表現す る しかないで あろ う。仲間 には頼 らず(ビ ルの影

な どに)な るべ く一人で いる、一人 でい られ るか ら新宿 はい いとい う声 も聞か

れた。"強 いひ とりぼっち"と いうべ きか。

これに対 して残飯 も食べ る し、貰 い もす る、 という方が もちろん数 と して は

多 い。振舞酒 に飛 びつ くこと もある。通行人 にお金 を もらうこともあ る。拾 っ

た宝 くじが千 円にな ることもあ る。支援団体 とも適 当にっ きあい、福祉行動で

区役所 に も行 く。 いずれ も 「本 当に相談す る人 もいな い し、天涯孤独 の 自分が

一 日生 きて行 くだけ。 ど うや って食 って どうや って寝 るかで精一杯」な人 々の

日常 であ る。 こうい った 日常 は、ます ます これ らの人 々 と 「普通 の生活」 との

〈距離〉 を広 げて い く。「芝浦(臨 時施設)に 入 った後、 自分 で仕事探 した らア

パー ト斡旋 して くれたんだけどさ、お祝 いに飲 んでパーに しち ゃった」(60歳 元

ラーメ ン屋)と か 「生活保護受 けたけ どそのお金みんな飲み屋 のね一ち ゃんた

ちの ところにいって、失敗 した」(66歳 元屋 台)と いう"弱 いひ とりぼ っち達"
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の経験 は、福祉関係者の怒 り、彼 らの自信喪失を深めっつ、彼 らと一般社会 と

の く距 離〉を拡大 して い く。制度 に乗 らない人 々 とい うレッテルが貼 られ るの

は これ らの溝 に由来 す る。

「寝てて どうなるのかなあと思 うことが あ る。 このまま死ん じゃうのかな と思

うこともあ る」③④ に区分 され る人 たちが共通 して いうのは、「死 ぬほうが ま し」

とい う言葉であ る。 「これ以上落ちる ことはないって思 うしかないけ ど、時々死

にた くなる」 ものの 「首 吊る勇気 もない」。路上 は生 きて い く場所であ ると同時

に死 に場所 なのか もしれない。「ど うにか しようなんて思わ ない。 ど うに もな り

ゃせ んで」(76歳 ・元新聞拡 張員)。

社会 階層上 の位置などの客観的指標 と路上 にいる人々の主観的な路上への 〈距

離〉の取 り方 を結びっ けた上記のような分類 はあ くまで試論 的な ものであ り,〈距

離〉 は路上 にい る期間 の長 さなどに よって も変化 して い く可 能性 があ る。 また

〈距離 〉 とい う視点 の他、た とえば彼 らの生 きて いる 〈時間〉の意味 の違 いに も

着 目す る必要 があるか もしれない。路上生活が 「その 日その日を生 きて い く」と

い う意 味で1日 単位の厳 しい生活であ るとすれば、彼 らに長期の見通 しを求め る

こと自体無意味であろう。また ここでの4分 類のなかで もおそらくその固有の 〈時

間〉 の相違 があ り、 それ は路上生活 の意 味や その脱 出への意 欲 と関わ って くる

ことになろ う。 これ らを含めた分析 は今後の課題 に残 されて いる。

注

1)大 阪西成 地区 について は早 くか ら野宿者調査が あり、また1996年 秋 にも実施 され

て いるとい う。横浜寿、大 田区な どで は福祉関係者 や区職労 の報告があ り、また川

崎で は支援団体 の活動報告書 な どか らうかが うこと もで きる。

2)近 年 の議論 は、 たとえば ク リス トフ ァー ・ジェンクス 「ホーム レス」(大 和 田弘毅

訳 、岩 田正美監訳)図 書出版社1995年 な どを参照

3)朝 日新聞1996年12月28日 朝刊。 なお、類似 の捉 え方 は、 マスコ ミや行政 に も

根 強 く、またあ る研究者 は、私が ホーム レスを極貧 として捉え ると発言 したのに対

して、自分 を糖尿病 だといって いた路上生活者 に出会 った体験 を引いて、糖尿病の

ホーム レスは極貧 とはいえ ないと主張 した。
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4)キ ッセ らはそれを社会問題 の 自然史 と呼んだ。(J.1キ ッセ ・M.Bス ペ クター 「社

会問題 の構 築学)(村 上 直之他訳)マ ル ジェ社1992年)

5)た とえばブースは、社会主義運動の宣伝 ビラにあった貧困 な市民の数量への疑問か

ら、社会調査 による貧困の量を分布の正確 な把握を志 し、 しか し宣伝 ビラにあった

よ り高 い数字を算出 した。

6)園 部雅久 「ホーム レス調査をめ ぐる方法 とデータ」日本都市社会学会年報14号1996

年6月

7)も ちろん、わが国で も、支援団体 やボラ ンテ ィアの行 ったア ンケー ト調査、あるい

は行政 の行 った臨時施設入所者調査などがよ うや く実施 されは じめて いる。ただ し

その多 くは、内部的 に行われた ものが多 く、研究者を巻 き込んで、すなわち本格的

なホーム レス調査 と して なされた ものは ほとん どないとい って よい。 したが って、

そのひ とつ…つ は貴重な ものであ りなが ら、調査方法や調査票につ いての記述が な

いとか、単純集計結果 しかだ していない、あるいは調査項 目が構造化 されてお らず、

失業や住居 の喪失 、病気 などの要因が並列的 に選択肢のなか に存在 しているなどの

点で、そ こか ら今 日の路上生活者問題を解決 しようとす る方 向を示す ことは難 しい。

8)こ の会 は 「スープの会」 とい う名称であ る

9)イ ンタ ビューは上智人学 グループ50、 都立大学 グループ50と いう目標値を建て、実

施 された。都立大学 グループでは、私の他、都立大学大学院社会科学研究科の院生

IIII_11恵子、北川由起彦 日本女子大学人間社会学研究科の院生 古谷直子が参加 し、

また学生で は東京都立大学 後藤浩二、日本女子大学 本間純子 上田美穂が参加

した。

10)こ の点 については、前掲 園部論文 を参照 。

11)詳 しくは拙書 「戦後社会福祉の展開 と大都 市最底辺」 ミネルヴ ァ書房1995年 参照

12)イ ンタビュー調査 は一建 の客観的事実 をデータと して提供す るだけで な く、回答

者の主観的側面を浮び上が らせ る ことがで きる。 いいかえれば、客観的事実 は回

答者 の主観を通 して 「語 られ る」。 この両者 を区別す ると同時 に関連づけて把握す

ることが こうした調査手法の有効性 を示す もの となろ う。 また社会福祉のよ うな

問題解決 と積極的 に関わ る領域での社会 問題の扱 いにお いては、事実その ものだ

けで な く、当事者が これを どう捉えているか、 とい う側面は きわめて重要な もの
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と な る 。
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